
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オリジナルの楽曲のアナログオ－デイオ信号をＡ／Ｄ変換してデジタルデ－タ列を生成
する と、
　楽曲を含むデ－タの単位を１つのオ－デイオタイトルとして、再生装置が複数のオ－デ
イオタイトルにアクセスして楽曲を連続して再生する単位を１つのタイトルグル－プとし
て、第１～第（ｎ－１）番目に設けられ、オリジナルの楽曲を含むオ－デイオタイトルに
より構成された１以上の第１のタイトルグル－プであつて、ＡＶタイトルを許容する第１
のタイトルグル－プと、
　所望時に最終のｎ番目に設けられ、ボ－ナス情報を含むオ－デイオタイトルにより構成
された１つの第２のタイトルグル－プと、
　前記ボ－ナスの情報の第２のタイトルグル－プにアクセスするためのデ－タとして、ま
た、前記ボ－ナス情報の第２のタイトルグル－プが存在しないことを示すためのデ－タと
してのインタラクテイブデ－タと、
　再生装置が前記オ－デイオタイトルをインデツクス単位でサ－チ可能なサ－チポインタ
と、
　前記インタラクテイブデ－タとサ－チポインタを含み前記各タイトルグル－プをインデ
ツクス単位で制御して再生するための再生制御情報（ＡＭＧ）とを、
　 と
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【請求項２】
オリジナルの楽曲のアナログオ－デイオ信号をＡ／Ｄ変換してデジタルデ－タ列を生成す
るＡ／Ｄ変換手段と、
補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置される情報記録媒体であつて、
その主信号の記録領域に、
　楽曲を含むデ－タの単位を１つのオ－デイオタイトルとして、再生装置が複数のオ－デ
イオタイトルにアクセスして楽曲を連続して再生する単位を１つのタイトルグル－プとし
て、第１～第（ｎ－１）番目に設けられ、オリジナルの楽曲を含むオ－デイオタイトルに
より構成された１以上の第１のタイトルグル－プであつて、ＡＶタイトルを許容する第１
のタイトルグル－プと、
　所望時に最終のｎ番目に設けられ、ボ－ナス情報を含むオ－デイオタイトルにより構成
された１つの第２のタイトルグル－プと、
　前記ボ－ナスの情報の第２のタイトルグル－プにアクセスするためのデ－タとして、ま
た、前記ボ－ナス情報の第２のタイトルグル－プが存在しないことを示すためのデ－タと
してのインタラクテイブデ－タと、
　再生装置が前記オ－デイオタイトルをインデツクス単位でサ－チ可能なサ－チポインタ
と、
　前記インタラクテイブデ－タとサ－チポインタを含み前記各タイトルグル－プをインデ
ツクス単位で制御して再生するための再生制御情報（ＡＭＧ）とを、
　少なくとも記録する記録手段とを有するオ－デイオ情報のエンコ－ド装置により記録さ
れた情報記録媒体を再生するためのコンピユ－タプログラム

であつて、
　前記ボ－ナス情報にアクセスするためのインタラクテイブデ－タを入力するステツプと
、
　前記入力インタラクテイブデ－タと関係なく前記サ－チポインタに基づいて第１のタイ
トルグル－プにアクセスして前記オリジナルの楽曲を再生するとともに、前記入力したイ
ンタラクテイブデ－タと前記記録されたインタラクテイブデ－タが一致した場合に前記サ
－チポインタに基づいて第２のタイトルグル－プにアクセスして前記ボ－ナス情報を再生
する場合に、前記グル－プをインデツクス単位で再生制御可能とするステツプと、
　からなる

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オリジナルの楽曲とボーナス楽曲とを記録された情報記録媒体からデータを

、それらの楽曲を再生するための に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＤＶＤ（デジタル・ビデオ・ディスク、デジタル・バーサタイル・ディスク）は、ＣＤ（
コンパクトディスク）と比べて大容量であるので、音楽などのオーディオディスクとして
も着目されている。しかしながら、ＤＶＤはＣＤより高密度記録が可能であり、記録時間
に余裕があるので、これを音楽の記録媒体としてどのように利用するかが課題とされてい
る。例えば音楽ソースとしてオリジナルの楽曲の他に、そのカラオケやＢＧＭとして選択
的に再生することができればユーザにとって楽しみ方が広がる。また、ユーザが何度も再
生操作を行うにしたがって楽しみ方が広がるような利用方法が望まれる。
【０００３】
そこで、本発明者は先の出願（特願平９－１７６５１７号）において、ディスク製作者が
ディスクを多種多様な方法で利用することができ、また、ユーザが多種多様な再生を行う
ことができるようにするために、１以上の楽曲と、楽曲に関するボーナス情報と、ボーナ
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ス情報にアクセスするためのインタラクティブデータ（パスワード）をＤＶＤオーディオ
ディスクに記録し、再生側で正しいパスワードが入力した場合にボーナス情報の再生を許
可する方法を提案している。
【０００４】
この方法によれば、例えばオリジナルの楽曲と、その楽曲に関するボーナス情報としてカ
ラオケ、ＢＧＭ、ＭＩＤＩ、録音時の練習音声などのデータを記録し、オリジナルの楽曲
は無料で再生を許可するが、ボーナス情報はユーザが対価の支払いを条件で知得した暗証
番号をインタラクティブデータとして入力した場合に再生を許可するような利用形態が考
えられる。また、オリジナルの楽曲は無条件で再生を許可するが、ボーナス情報はユーザ
に対してクイズを映像手段を介して出題し、ユーザが正解をインタラクティブデータとし
て入力された場合に再生を許可するような利用形態が考えられる。
【０００５】
また、本発明者は同出願において、１以上の楽曲をグループ分けしてグループ毎に再生す
るためのプログラムと、楽曲をグループ毎にアクセスするためのインタラクティブデータ
（パスワード）をＤＶＤオーディオディスクに記録し、入力インタラクティブデータと伝
送されたパスワードが一致したグループの楽曲の再生を許可する方法を提案している。
【０００６】
この方法によれば、例えばオリジナルの楽曲グループと、演奏方法や歌い方を変えた楽曲
グループなどにグループ化したり、オリジナルの楽曲グループと、カラオケ、ＢＧＭ、Ｍ
ＩＤＩなどの各楽曲にグループ分けして記録する。そして、ユーザがパスワードとして無
償で知得したグループ番号や、対価の支払いを条件で知得したグループ毎の暗証番号を入
力した場合にそのグループの再生を許可するような利用形態が考えられる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
（１）しかしながら、上記のようにディスク製作者がディスクを多種多様な方法で利用す
ることができ、また、ユーザが多種多様な再生を行うことができるようにすると、ディス
ク製作者にとってどのディスクにボーナス楽曲を記録したか又は記録しなかったかを管理
することが容易でなくなるという問題が発生し、また、ユーザにとってどのディスクにボ
ーナス楽曲が記録されているか又は記録されていないかを簡単に知得することができない
という問題が発生する（第１の問題点）。
【０００８】
（２）また、オリジナルの楽曲とボーナス楽曲をディスク上に混在して記録したり、オリ
ジナルの楽曲を含む１以上の楽曲をグループ分けしてディスク上に混在して記録すると、
再生装置側ではオリジナルの楽曲を再生する場合に通常のディスクと同様な高速で再生す
ることができないという問題が発生する（第２の問題点）。
【０００９】
　本発明は、上記１の問題点に鑑み、ディスク製作者がディスクを多種多様な方法で利用
することができ、また、ユーザが多種多様な再生を行うことができるようにした場合に、
ディスク製作者にとってどのディスクにボーナス楽曲を記録したか又は記録しなかったか
を簡単に管理することができ、また、ユーザにとってどのディスクにボーナス楽曲が記録
されているか又は記録されていないかを簡単に知得することができるデータの や
、その再生のプログラム を提供することを第１の目的とする
【００１０】
本発明はまた上記第２の問題点に鑑み、オリジナルの楽曲とボーナス楽曲を記録したり、
オリジナルの楽曲を含む１以上の楽曲をグループ分けしてディスク上に記録されたデータ
の や、その記録されたオリジナルの楽曲を通常のディスクと同様な高速で再生す
ることができるプログラム を提供することを第２の目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するために、以下の１）及び２）の手段より成るものである
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。
　すなわち、
１）オリジナルの楽曲のアナログオ－デイオ信号をＡ／Ｄ変換してデジタルデ－タ列を生
成する と、
　楽曲を含むデ－タの単位を１つのオ－デイオタイトルとして、再生装置が複数のオ－デ
イオタイトルにアクセスして楽曲を連続して再生する単位を１つのタイトルグル－プとし
て、第１～第（ｎ－１）番目に設けられ、オリジナルの楽曲を含むオ－デイオタイトルに
より構成された１以上の第１のタイトルグル－プであつて、ＡＶタイトルを許容する第１
のタイトルグル－プと、
　所望時に最終のｎ番目に設けられ、ボ－ナス情報を含むオ－デイオタイトルにより構成
された１つの第２のタイトルグル－プと、
　前記ボ－ナスの情報の第２のタイトルグル－プにアクセスするためのデ－タとして、ま
た、前記ボ－ナス情報の第２のタイトルグル－プが存在しないことを示すためのデ－タと
してのインタラクテイブデ－タと、
　再生装置が前記オ－デイオタイトルをインデツクス単位でサ－チ可能なサ－チポインタ
と、
　前記インタラクテイブデ－タとサ－チポインタを含み前記各タイトルグル－プをインデ
ツクス単位で制御して再生するための再生制御情報（ＡＭＧ）とを、
　 と
　

　２）オリジナルの楽曲のアナログオ－デイオ信号をＡ／Ｄ変換してデジタルデ－タ列を
生成するＡ／Ｄ変換手段と、
　補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置される情報記録媒体であつて
、その主信号の記録領域に、
　楽曲を含むデ－タの単位を１つのオ－デイオタイトルとして、再生装置が複数のオ－デ
イオタイトルにアクセスして楽曲を連続して再生する単位を１つのタイトルグル－プとし
て、第１～第（ｎ－１）番目に設けられ、オリジナルの楽曲を含むオ－デイオタイトルに
より構成された１以上の第１のタイトルグル－プであつて、ＡＶタイトルを許容する第１
のタイトルグル－プと、
　所望時に最終のｎ番目に設けられ、ボ－ナス情報を含むオ－デイオタイトルにより構成
された１つの第２のタイトルグル－プと、
　前記ボ－ナスの情報の第２のタイトルグル－プにアクセスするためのデ－タとして、ま
た、前記ボ－ナス情報の第２のタイトルグル－プが存在しないことを示すためのデ－タと
してのインタラクテイブデ－タと、
　再生装置が前記オ－デイオタイトルをインデツクス単位でサ－チ可能なサ－チポインタ
と、
　前記インタラクテイブデ－タとサ－チポインタを含み前記各タイトルグル－プをインデ
ツクス単位で制御して再生するための再生制御情報（ＡＭＧ）とを、
　少なくとも記録する記録手段とを有するオ－デイオ情報のエンコ－ド装置により記録さ
れた情報記録媒体を再生するためのコンピユ－タプログラム

であつて、
　前記ボ－ナス情報にアクセスするためのインタラクテイブデ－タを入力するステツプと
、
　前記入力インタラクテイブデ－タと関係なく前記サ－チポインタに基づいて第１のタイ
トルグル－プにアクセスして前記オリジナルの楽曲を再生するとともに、前記入力したイ
ンタラクテイブデ－タと前記記録されたインタラクテイブデ－タが一致した場合に前記サ
－チポインタに基づいて第２のタイトルグル－プにアクセスして前記ボ－ナス情報を再生
する場合に、前記グル－プをインデツクス単位で再生制御可能とするステツプと、
　からなる
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が記録されたコンピュータプ
ログラム記録済み記録媒体

コンピユ－タプログラムが記録されたコンピュータプログラム記録済み記録媒



。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１は本発明が適用される情報記
録媒体の第１の実施形態としてＤＶＤ－オーディオディスクのフォーマットを示す説明図
である。
【００１３】
本発明が適用される情報記録媒体の第１の実施形態として図１に示すＤＶＤ－オーディオ
ディスクのフォーマットでは、ＡＴＳ－Ｄ（オーディオ・タイトルセット－ディレクトリ
）の下に、ＳＡＭＧ（ストラクチャ・オブ・シンプル・オーディオ・マネージャ／ Struct
ure of Simple Audio Manager）と、ＡＭＧ（オーディオ・マネージャ）と、ＳＰＳ（ス
チル・ピクチャ・セット）と、ＡＭＧ内のＡＭＧＩにより管理される複数（ｍ個）のＡＴ
Ｓ＜１＞～ＡＴＳ＜ｍ＞が設けられる。ＳＡＭＧはＡＴＳ＜１＞～ＡＴＳ＜ｍ＞の頭出し
のためのＳＡＰＰテーブル（ＴＯＣ）が繰り返し８回記述される領域である。この領域は
１つの独立したファイルとして定義できる。
【００１４】
ＡＭＧはＡＭＧインフォメーション（ＡＭＧＩ）と、ＡＭＧメニュー（ＡＭＧＭ）とバッ
クアップＡＭＧＩ（ＡＭＧＩ－ＢＵＰ）を含み、ＡＭＧＩ（及びＡＭＧＩ－ＢＵＰ）は図
２に詳しく示すＡＭＧＩマネージメント・テーブル（ＡＭＧＩ－ＭＡＴ）を含む。ＡＭＧ
Ｉ－ＭＡＴはボーナス情報にアクセスするためのインタラクティブデータ（パスワード）
を含み、このパスワードは例えば４桁の数字又は符号等で表される。そして、例えばパス
ワード＝００００の場合にはボーナス情報が設けられていないことを示し、パスワード＝
００００でない場合にはボーナス情報が設けられていることを示し、かつ実際のパスワー
ドを示す。ＳＰＳ（スチル・ピクチャ・セット）は静止画データを含む。
【００１５】
ＡＴＳ＜１＞～ＡＴＳ＜ｍ＞は、通常の楽曲（以下、非ボーナス楽曲）のオーディオデー
タ、ボーナス楽曲としてカラオケ音楽、ＢＧＭなどのオーディオデータの他、オーディオ
データ以外の、例えばカラオケのスーパー字幕、ＭＩＤＩコード、クイズデータを含む。
このＡＴＳの構成はディスク制作者の自由であり、上記の非ボーナス楽曲とボーナス楽曲
は任意のＡＴＳ内に配置される。
【００１６】
ＡＭＧＩは図２に詳しく示すように、
・オーディオ・マネージャ・インフォメーション・マネージメント・テーブル（ＡＭＧＩ
－ＭＡＴ）と、
・オーディオ・タイトル・サーチ・ポインタ・テーブル（ＡＴＴ－ＳＲＰＴ）と、
・オーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタ・テーブル（ＡＯＴＴ－ＳＲＰＴ）
と、
・オーディオ・マネージャ・メニュー・ＰＧＣＩユニット・テーブル（ＡＭＧＭ－ＰＧＣ
Ｉ－ＵＴ）と、
・オーディオ・テクスト・データ・マネージャ（ＡＴＸＴＤＴ－ＭＧ）とを、
有する。
【００１７】
ＡＯＴＴ－ＳＲＰＴは、
・オーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタ・テーブル・インフォメーション（
ＡＯＴＴ－ＳＲＰＴＩ）と、
・複数のオーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタ（ＡＯＴＴ－ＳＲＰｓ）とを
、
有する。
ＡＯＴＴ－ＳＲＰＴＩは図３に詳しく示すように４バイトで構成され、
・２バイトのオーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタの数（ＡＯＴＴ－ＳＲＰ
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－Ｎｓ）と、
・２バイトのオーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルのエンドアド
レス（ＡＯＴＴ－ＳＲＰＴ－ＥＡ）とを、
有する。
【００１８】
図２に示した複数のＡＯＴＴ－ＳＲＰｓの各々は、図４に詳しく示すように１２バイトで
構成され、
・１バイトのオーディオ・タイトル・カテゴリ（ＡＴＴ－ＣＡＴ）と、
・１バイトの、ＡＯＴＴ内のプログラム数（ＡＯＴＴ－ＰＧ－Ｎｓ）と、
・４バイトの、ＡＯＴＴのトータルプレイバックタイム（ＡＯＴＴ－ＰＢ－ＴＭ）と、
・１バイトのＡＴＳの番号（ＡＴＳＮ）と、
・１バイトの、ＡＴＳのタイトル番号（ＡＴＳ－ＴＴＮ）と、
・４バイトの、ＡＴＳのスタートアドレス（ＡＴＳ－ＳＡ）とを、
有する。
【００１９】
オーディオ・タイトル・カテゴリ（ＡＴＴ－ＣＡＴ）は図５に詳しく示すように、
・１ビット（ｂ７）のＡＯＴＴ有無エリアと、
・３ビット（ｂ６～ｂ４）の保留エリアと、
・４ビット（ｂ３～ｂ０）の、このＡＯＴＴが属するＡＯＴＴグループ番号（ＡＯＴＴ－
ＧＲＮ）とを、
有する。
　
　
　
【００２０】
図４に示した４バイトの、ＡＯＴＴのトータルプレイバックタイム（ＡＯＴＴ－ＰＢ－Ｔ
Ｍ）は、このＡＯＴＴのトータルプレゼンテーションタイム（再生出力時間）を１ビット
当たり１／９００００（秒）で表す。
【００２１】
図１に示したＡＴＳ＜１＞～ＡＴＳ＜ｍ＞の各々は、図６に詳しく示すように、先頭から
順に
・ＡＴＳＩ（ＡＴＳインフォメーション）と、
・図７に詳しく示すオーディオ・オンリ・タイトル用オーディオ・オブジェクト・セット
（ＡＯＴＴ－ＡＯＢＳ）と、
・バックアップ用ＡＴＳＩとにより構成されている。
ＡＴＳＩは先頭から順に
・ＡＴＳＩ－ＭＡＴ（ＡＴＳＩマネージメント・テーブル）と、
・図８～図１４に詳しく示すＡＴＳ－ＰＧＣＩＴ（ＡＴＳプログラム・チェーン・インフ
ォメーション・テーブル）とにより構成されている。
【００２２】
ＡＯＴＴ－ＡＯＢＳは図７に詳しく示すように、複数のオーディオ・オンリ・タイトル用
のオーディオ・オブジェクト（ＡＯＴＴ－ＡＯＢ）により構成されている。ＡＯＴＴ－Ａ
ＯＢの各々は複数のプログラム（ＰＧ）により構成され、プログラムの各々は複数のセル
（ＡＴＳ－Ｃ）により構成されている。ＡＯＴＴ－ＡＯＢは、図７（１）に詳しく示すよ
うにオーディオデータのみを含むものと、図７（２）に詳しく示すようにオーディオデー
タ及びリアル・タイム・インフォメーション・データ（ＲＴＩデータ）を含むものの２種
類のＡＯＴＴ－ＡＯＢにより構成されている。そして、１枚のディスク中や１曲中に１種
類以上のＡＯＴＴ－ＡＯＢが配置される。
【００２３】
オーディオデータのみを含む第１のＡＯＴＴ－ＡＯＢの各プログラムは複数のオーディオ

10

20

30

40

50

(6) JP 3753027 B2 2006.3.8



セル（ＡＴＳ－Ｃ）により構成され、このオーディオセルは複数のオーディオパックのみ
により構成されている。オーディオデータ及びＲＴＩデータを含む第２のＡＯＴＴ－ＡＯ
Ｂの各プログラムは複数のオーディオセル（ＡＴＳ－Ｃ）により構成され、このオーディ
オセルは２番目のパック位置に配置されたＲＴＩパックと、他のパック位置に配置された
オーディオパックにより構成されている。
【００２４】
図６に示したＡＴＳ－ＰＧＣＩＴ（ＡＴＳプログラム・チェーン・インフォメーション・
テーブル）は、図８に詳しく示すように先頭から順に
・オーディオ・タイトルセットＰＧＣＩテーブル・インフォメーション（ＡＴＳ－ＰＧＣ
ＩＴＩ）と、
・ｎ個のオーディオ・タイトルセットＰＧＣＩサーチポインタ（ＡＴＳ－ＰＧＣＩ－ＳＲ
Ｐ＃１～＃ｎ）と、
・図９に詳しく示す複数のＡＴＳ－ＰＧＣＩとにより構成されている。
【００２５】
ＡＴＳ－ＰＧＣＩの各々は、図９に示すように先頭から順に、
・図１０に詳しく示すＡＴＳ－ＰＧＣジェネラル・インフォメーション（ＡＴＳ－ＰＧＣ
－ＧＩ）と、
・図１１～図１４に詳しく示すＡＴＳプログラム・インフォメーション・テーブル（ＡＴ
Ｓ－ＰＧＩＴ）と、
・ＡＴＳセル・プレイバック・インフォメーション・テーブル（ＡＴＳ－Ｃ－ＰＢＩＴ）
とにより構成されている。
【００２６】
ＡＴＳ－ＰＧＣ－ＧＩは図１０に示すように１６バイト（ＲＢＰ０～１５）で構成され、
先頭から順に
・４バイト（ＲＢＰ０～３）のＡＴＳ－ＰＧＣコンテンツ（ＡＴＳ－ＰＧＣ－ＣＮＴ）と
、
・４バイト（ＲＢＰ４～７）のＡＴＳ－ＰＧＣプレイバック・タイム（ＡＴＳ－ＰＧＣ－
ＰＢ－ＴＭ）と、
・２バイト（ＲＢＰ８、９）の保留領域と、
・２バイト（ＲＢＰ１０、１１）のＡＴＳ－ＰＧＩＴスタートアドレスと、
・２バイト（ＲＢＰ１２、１３）のＡＴＳ－Ｃ－ＰＢＩＴスタートアドレスと、
・２バイト（ＲＢＰ１４、１５）の保留領域とにより構成されている。
【００２７】
図９に示したＡＴＳプログラム・インフォメーション・テーブル（ＡＴＳ－ＰＧＩＴ）は
、図１１に詳しく示すようにｎ個のＡＴＳプログラム・インフォメーション（ＡＴＳ－Ｐ
ＧＩ）＃１～＃ｎにより構成されている。
ＡＴＳ－ＰＧＩ＃１～＃ｎの各々は、図１２に詳しく示すように２０バイト（ＲＢＰ０～
１９）で構成され、先頭から順に
・４バイト（ＲＢＰ０～３）のＡＴＳ－ＰＧコンテンツ（ＡＴＳ－ＰＧ－ＣＮＴ）と、
・１バイト（ＲＢＰ４）のＡＴＳ－ＰＧのエントリセル番号と、
・１バイト（ＲＢＰ５）の保留領域と、
・４バイト（ＲＢＰ６～９）の、ＡＴＳ－ＰＧの最初のオーディオセルのスタート・プレ
ゼンテーション・タイム（ＦＡＣ－Ｓ－ＰＴＭ）と、
・４バイト（ＲＢＰ１０～１３）のＡＴＳ－ＰＧプレイバック・タイムと、
・４バイト（ＲＢＰ１４～１７）のＡＴＳ－ＰＧポーズ・タイムと、
・１バイト（ＲＢＰ１８）の保留領域（著作権管理データＣＭＩ用）と、
・１バイト（ＲＢＰ１９）の保留領域とにより構成されている。
【００２８】
図９に示したＡＴＳセル・プレイバック・インフォメーション・テーブル（ＡＴＳ－Ｃ－
ＰＢＩＴ）は、図１３に詳しく示すようにｎ個のＡＴＳセル・プレイバック・インフォメ
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ーション（ＡＴＳ－Ｃ－ＰＢＩ）＃１～＃ｎにより構成されている。
ＡＴＳ－Ｃ－ＰＢＩ＃１～＃ｎの各々は、図１４に詳しく示すように１２バイト（ＲＢＰ
０～１１）により構成され、先頭から順に
・１バイト（ＲＢＰ０）のＡＴＳ－Ｃのインデックス番号と、
・１バイト（ＲＢＰ１）のＡＴＳ－Ｃタイプ（ＡＴＳ－Ｃ－ＴＹ）と、
・２バイト（ＲＢＰ２、３）の保留領域と、
・４バイト（ＲＢＰ４～７）のＡＴＳ－Ｃのスタートアドレスと、
・４バイト（ＲＢＰ８～１１）のＡＴＳ－Ｃのエンドアドレスとにより構成されている。
【００２９】
図１５はプレーヤ（再生装置）が上記のＡＭＧＩとＡＴＳＩ内の再生制御情報に基づいて
オーディオデータを再生する場合のデータ構造を示している。まず、１つのアルバムはデ
ィスクの１面全体のオーディオデータを示し、片面ディスクの場合にはその１面全体であ
り、両面ディスクの場合には一方の面全体である。すなわち片面ディスクのオーディオデ
ータは１つのアルバムにより構成され、両面ディスクのオーディオデータは２つのアルバ
ムにより構成される。１つのアルバムは１～９個のグループ＃１～＃ｎ（以下、タイトル
グループ）により構成され、ボーナス楽曲を含む場合には２～９個のタイトルグループに
より構成される。そして、ボーナス楽曲は全て最後のタイトルグループ＃ｎ内に配置され
る。この１つのタイトルグループは、プレーヤが連続して再生する際の単位である。
【００３０】
１つのタイトルグループはプレーヤが複数のオーディオタイトル（ＡＴＴ）を連続して再
生する際の単位であり、任意の数（図のｉ、ｊ）のＡＴＴにより構成される。１つのタイ
トルグループ内のＡＴＴの数ｉ、ｊはディスク制作者が自由に選択することができる。こ
のＡＴＴ＃１～ＡＴＴ＃ｉ、ＡＴＴ＃ｊは、図１に示すＡＴＳ＜１＞～ＡＴＳ＜ｍ＞内の
いずれかのＡＴＴであり、プレーヤにより上記のＡＭＧＩとＡＴＳＩ内の再生制御情報に
基づいてサーチされて再生される。ここで、ＡＴＴはオーディオデータを含み、ビデオデ
ータを含まないオーディオ・オンリ・タイトル（ＡＯＴＴ）のみにより構成されているも
のと、このＡＯＴＴ及びビデオデータを含むオーディオ・ビデオタイトル（ＡＶＴＴ）に
より構成されているものの２種類がある。なお、図１に示すＤＶＤ－オーディオディスク
のＡＴＳと図２０（後述）に示すＤＶＤ－ＡｖｄディスクのＡＴＳはＡＯＴＴのみを含む
。また、図２０に示すＤＶＤ－ＡｖｄディスクのＶＴＳはＡＶＴＴのみを含む。
【００３１】
　図１６は本発明に るエンコード装置を示している。オリジナルの楽曲、カラオ
ケ音楽、ＢＧＭなどのオーディオ信号ＡはＡ／Ｄ変換器３１によりデジタル信号に変換さ
れ、次いで信号処理回路３２に印加される。信号処理回路３２及びメモリ３３はこのデジ
タルオーディオ信号を、圧縮を行わない場合にはそのままＤＶＤ符号化回路３４に出力し
、他方、圧縮を行う場合には圧縮を行ってＤＶＤ符号化回路３４に出力する。また、ビデ
オ信号Ｖ及び静止画信号ＳＰはＡ／Ｄ変換器３１Ｖによりデジタル信号に変換され、次い
で信号処理回路３２に印加される。信号処理回路３２及びメモリ３３はこのデジタル静止
画信号をＭＰＥＧフォーマットにエンコードしてＤＶＤ符号化回路３４に出力する。
【００３２】
ＤＶＤ符号化回路３４はこのオーディオデータＡ、ビデオ信号Ｖ及び静止画データＳＰと
、制御データ、カラオケの映像（Ｖ）データ、ＭＩＤＩデータ、クイズデータ、パスワー
ドなどを図１、図２０に示すデータ構造にフォーマット化する。このストリームデータは
そのまま出力端子ＯＵＴ１を介して出力されたり、変調回路３５により媒体に応じて変調
されて出力端子ＯＵＴ２を介して出力される。出力端子ＯＵＴ１を介して出力されたスト
リームデータは、例えばインターネット、カラオケ通信回線などのネットワークを介して
伝送される。
【００３３】
次に、図２１のフローチャートを用いて前記の信号処理回路３２及びＤＶＤ符号化回路３
４の動作フローを説明する。
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アナログオーディオ信号ＡはＡ／Ｄコンバータ３１により十分高いサンプリング周波数（
サンプリング周期Δｔ）、例えば１９２ｋＨｚでサンプリングされて、例えば２４ビット
の高分解能のＰＣＭ信号に変換される。続く信号処理回路３２では、圧縮を行わない場合
には、Ａ／Ｄコンバータ３１により変換されたＰＣＭデータがそのままＤＶＤフォーマッ
ト化部３４に印加される。これに対し、圧縮を行う場合には、Ａ／Ｄコンバータ３１によ
り変換されたＰＣＭデータがその符号化モードに応じて信号処理回路３２により圧縮され
、次いでＤＶＤフォーマット化部３４に印加される（ステップＳ５、Ｓ６）。信号処理回
路３２ではまた、マルチチャンネルの場合、２つのグループ「１」と「２」に分かれて各
チャネルがビットシフトされる。
【００３４】
また、ビデオ信号ＶはＡ／Ｄ変換器３１Ｖによりデジタル信号に変換され、次いでこのデ
ジタルビデオ信号が信号処理回路３２内のエンコーダによりＭＰＥＧフォーマットにエン
コードされ、ＤＶＤフォーマット化部３４に印加される（ステップＳ１、Ｓ２）。また、
静止画信号ＳＰもＡ／Ｄ変換器３１によりデジタル信号に変換され、次いでこのデジタル
静止画信号ＳＰが信号処理回路３２内の圧縮エンコーダによりＭＰＥＧフォーマットにエ
ンコードされ、ＤＶＤフォーマット化部３４に印加される（ステップＳ３、Ｓ４）。また
、著作権情報とリアルタイムテキスト情報（ＲＴＩ）、カラオケＶデータ、ＭＩＤＩデー
タ、パスワード等が図示しないインタフェース（Ｉ／Ｆ）４０を介して（ステップＳ７、
Ｓ８）、また、文字情報とディスク識別子ＥＸ等がＤＶＤフォーマット化部３４に印加さ
れる（ステップＳ９、Ｓ１０）。
【００３５】
そしてＤＶＤフォーマット化部３４は、前述したようなフォーマットにパッキングする（
ステップＳ１１）。このＤＶＤフォーマット化部３４によりフォーマット化されたデータ
は、変調回路３５によりディスクに応じた変調方式で変調されてこの変調データに基づい
てディスクが製造されたり、図示しない記録部にいったん記録されたり、図示しない通信
Ｉ／Ｆを介して伝送される（ステップＳ１２）。
【００３６】
また、前記のインターネットは介してデータを伝送する場合には、例えば、図２３に示さ
れるように、通信Ｉ／Ｆの送信バッファに蓄えられている送信データを所定長に分割して
パケット化し（ステップＳ４１）、次いでパケットの先頭には宛て先アドレスを含むヘッ
ダを付与し（ステップＳ４２）、次いでこれをネットワーク上に出力されて伝送される（
ステップＳ４３）。
【００３７】
次に、図１７を参照してデコーダ（再生装置）について説明する。ここで、上記のような
ボーナス情報を再生する場合には、ディスクを購入したユーザは原音楽信号について無料
で再生することができるが、ボーナス情報については適正な対価を支払ってパスワードを
入力しなければならないような利用方法がある。他の利用方法として、対価は無料として
クイズプログラムを記録してこれをデコーダ側で表示し、正しい解答が入力された場合に
ボーナス情報を再生する利用形態も考えられる。また、楽曲をグループ分けしてグループ
毎に再生するためのプログラムを記録したディスクの場合には、ユーザは個々のプログラ
ムに対して対価を支払って、又は無料でパスワードを入力する。
【００３８】
図１７において、ディスクから読み取られた信号はまず、入力端子ＩＮ１を介して供給さ
れ、エンコーダ側の変調回路３５の変調方式に応じて復調回路４１により復調され、次い
でＤＶＤ復号回路４２により各データに分離される。ＤＶＤ復号回路４２により分離され
たオーディオ信号は、信号処理回路４３（及びメモリ４４）内のオーディオ信号処理回路
（不図示）により処理されてＤ／Ａコンバータ４５とＬＰＦ（ローパスフィルタ）５６に
印加される。Ｄ／Ａコンバータ４５では、エンコーダ側の元のサンプリング周波数でアナ
ログオーディオ信号に変換されてアナログ出力端子５５を介して出力される。また、ＬＰ
Ｆ５６ではこの入力データが例えば１／４の帯域（４８ｋＨｚ）に制限され、デジタルデ
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ータとして出力端子５３を介して出力される。ＤＶＤ復号回路４２により分離されたビデ
オデータＶと静止画データＳＰは、信号処理回路４３内の不図示のビデオプロセッサとビ
デオ出力端子６４を介して外部のディスプレイに出力され、ＤＶＤ復号回路４２により分
離されたＭＩＤＩコードは、信号処理回路４３内の不図示のＭＩＤＩプロセッサとＭＩＤ
Ｉ出力端子６５を介して外部の電子楽器に出力される。
【００３９】
また、操作部６２は各記録面毎にグループ番号やインタラクティブ入力信号により再生箇
所を指定することができる。この場合、帯域制限を行ったり、帯域制限を行うことなく出
力することができ、また、複数のシーンから適した音声や映像を選択してストリー化（ハ
イライト化）して再生するようにしてもよい。なお、図１７において、ネットワークを介
して伝送されて入力端子ＩＮ２を介して供給されても同様にデコードされて再生される。
【００４０】
前述の図２３に対応してデータがネットワークを介して伝送されてくる場合には、例えば
、図２４に示すように、ネットワークから受信したパケットからヘッダを除去し（ステッ
プＳ５１）、次いで受信データを復元し（ステップＳ５２）、次いでこれをメモリに転送
する（ステップＳ５３）。
【００４１】
次に、図２２により前記ＤＶＤ復号回路４２及び信号処理回路４３の動作フローにつき説
明する。
まず、ディスクにアクセスして記録データを読み出し（ステップＳ２０）、次いで各分離
ステップＳ２１～Ｓ２９においてビデオ信号と、静止画信号と、オーディオ信号と、著作
権情報及びリアルタイム情報（ＲＴＩ）と、文字情報及びディスク識別子（ＥＸ）が分離
される。次いで各デコードステップＳ２２～Ｓ３０においてそれぞれ各分離データがデコ
ードされ、次いで同期再生される（ステップＳ３１、Ｓ３２）。
【００４２】
ここで、静止画ＳＰを再生する処理には次の３通りがある。
１）静止画ＳＰが得られると、オーディオ信号Ａの再生を中断してミュートする。
２）静止画ＳＰが得られると、時間制御信号に基づいてオーディオ信号Ａと共に再生する
。
３）静止画ＳＰが得られると、ユーザに指示されたページめくりコマンドに基づいてペー
ジめくり再生する。このときオーディオ信号Ａはそのまま再生する。
【００４３】
静止画を音声に同期させる必要がある場合は、リアルタイムの同期のための時間制御信号
は、ＡＴＳＩに追加して設けるスチルピクチャ・コントロール・インフォメーション・テ
ーブルＳＰＣＩＴの下のタイム・コントロール・データ・インフォメーション（ＳＰＣＩ
Ｔ－ＴＣＤＩ）に置くようにする。
【００４４】
また、さらにページめくりコマンドを収めたスチルピクチャ・ページ制御コマンド・イン
フォメーション（ＳＰＰＩ）をＳＰＣＩＴの下に置くようにする。このようにＳＰＣＩＴ
は、一般情報のＳＰＣＩＴジェネラル・インフォメーション（ＳＰＣＩＴ－ＧＩ）と、タ
イム・コントロール・データ・インフォメーション（ＳＰＣＩＴ－ＴＣＤＩ）と、スチル
ピクチャ・ページ制御コマンド・インフォメーション（ＳＰＰＩ）とから構成される。
【００４５】
また、ここで、静止画ＳＰのリアルタイム情報ＲＴＩのＳＰＣＴパックのスチル・ピクチ
ャ・データの中に、スチルピクチャのページ制御するためのサイド情報を含むようにする
ことができる。このサイド情報により規定されたページ制御データをＳＰＰＩを参照しな
がら解釈して行うようにする。
【００４６】
なお、スチル・ピクチャ・データに収めるには容量に余裕がない場合は、ＲＴＩパックの
ＲＴＩデータの中に、上記したスチルピクチャのページ制御するためのサイド情報を含む
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ようにすることも許容できる。
【００４７】
次に、図１８、図１９を参照して制御部６３の再生処理について説明する。まず、再生に
際してはグループ番号を含む所定のメニューが表示され、次に、ステップＳ１において操
作部６２を介して入力したグループ番号を判別して、最終グループ番号が選択された場合
等、ボーナスプログラムが選択された場合にはステップＳ２からステップＳ３に進む。他
の場合にはステップＳ２からステップＳ９に進んで指示に応じた再生を行う。ステップＳ
３では図１に示したパスワードをＡＭＧＩから読み出し、次いでパスワード＝００００か
否か、すなわちボーナス情報が収納されているか否か判断する（ステップＳ４）。そして
、ボーナス情報が収納されていない場合にはその旨を表示部６１に表示し（ステップＳ５
）、次いでステップＳ９に進む。
【００４８】
他方、ステップＳ４においてボーナス情報が含まれている場合には、パスワードの入力を
待つ（ステップＳ６）。パスワードが入力すると正しいか否かを判断し（ステップＳ７）
、正しい場合にはステップＳ８に進み、正しくない場合にはステップＳ９に進む。ステッ
プＳ８ではボーナスメニューを表示し、次いで指示に応じた再生を行う（ステップＳ９）
。
【００４９】
図１９はステップＳ９の処理を詳しく示している。まず、図２～図５に示したＡＭＧＩ内
のＡＯＴＴ－ＳＲＰＴ（オーディオ・タイトル・サーチ・ポインタ・テーブル）を参照し
て（ステップＳ１１）、図５に示したＡＯＴＴ－ＧＲＮ（グループ番号）をサーチして、
指定グループに属するオーディオタイトル（ＡＴＴ）をＡＴＳと共にリストアップする（
ステップＳ１２）。
【００５０】
ここで、図４、図５に示したＡＴＴ－ＣＡＴ（オーディオ・タイトル・カテゴリ）のビッ
トｂ３～ｂ０によりグループ番号が解り、また、図４に示したＡＯＴＴ－ＰＧ－Ｎｓによ
りＡＯＴＴ内のプログラム数（＝トラック数）が解り、また、ＡＴＳＮによりＡＴＳ番号
が解り、また、ＡＴＳ－ＴＴＮによりＡＴＳタイトル番号が解る。したがって、図１５に
示すグループ番号とＡＴＳ番号までが解る。また、このリストアップにより指定グループ
に属する最後のオーディオタイトル番号Ｉ maxが決まる。次いでオーディオタイトル番号
ＡＴＴｉ＝１にセットする（ステップＳ１３）。
【００５１】
次いで図８～図１４に示したＡＴＳＩ内のＡＴＳ－ＰＧＣＩ（ＡＴＳプログラム・チェー
ン・インフォメーション）を参照して（ステップＳ１４）、ＡＴＴｉのアドレス（すなわ
ちＡＴＳセルのスタートアドレスとエンドアドレス）をサーチしてこれによりＡＴＴｉを
再生する（ステップＳ１５）。ここで、図１２に示すＡＴＳ－ＰＧＩ内のＡＴＳ－ＰＧ－
ＣＮＴ（コンテンツ）により図１５に示すタイトル番号が解り、また、ＡＴＳ－ＰＧエン
トリセル番号により図１５に示すインデックスが解る。次いでオーディオタイトル番号Ａ
ＴＴｉをインクリメントし（ステップＳ１６）、次いでステップＳ１７においてｉ＞Ｉ ma
xでない場合にはステップＳ１４に戻り、他方、ｉ＞Ｉ maxの場合にはこのグループ再生を
終了する。
【００５２】
次に、図２５を用いて情報記録媒体がＤＶＤディスクである場合の具体的再生装置につき
説明する。
同図は、静止画を音声に同期させるため時間情報、ページめくりコマンドが記録されたＤ
ＶＤオーディオディスクや、ＤＶＤビデオディスクなどのディスク１１０に記録されてい
る信号を再生するための装置を示している。ディスクドライブ装置１１１はドライブ制御
回路１１２により制御され、ディスク１１０はディスクドライブ装置１１１により駆動さ
れて記録信号が読み出される。この信号は復調回路／誤り訂正回路１１３によりＥＦＭ復
調され、次いで誤り訂正された後、制御データとＤＳＩデータを除くストリーム信号は書
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き込み制御回路１１５によりトラックバッファ１１４に書き込まれ、また、制御データと
ＤＳＩデータはそれぞれシステムバッファ１１７とＤＳＩバッファ１２２に書き込まれる
。ＤＳＩバッファ１２２に書き込まれたデータはＤＳＩデコーダ１５１によりデコードさ
れて出力される。
【００５３】
システムコントローラ１３２はシステムバッファ１１７に書き込まれた制御データに基づ
いて再生制御を行う。システムコントローラ１３２には再生制御を行うために操作部１３
０と、表示部１３１と、リード／ライト可能なシステムパラメータメモリ１３３と、再生
専用のシステムパラメータメモリ１３４と、リード／ライト可能な汎用パラメータメモリ
１３５とシステムタイマ１３６が接続されている。
【００５４】
トラックバッファ１１４に書き込まれたストリーム信号は読み出し制御回路１１６により
読み出され、次いでデマルチプレクサ１２８により静止画パックと、ＲＴＩパックと、Ｖ
ＢＶパックと、サブピクチャパックと、ＶＢＩパックと、オーディオパックに分離され、
各パックがそれぞれ静止画バッファ１４７と、ＲＴＩバッファ１４８と、ＶＢＶバッファ
１１８と、サブピクチャバッファ１１９と、ＶＢＩバッファ１２０と、オーディオバッフ
ァ１２１に蓄積される。そして、静止画パックとＲＴＩパックはそれぞれ静止画デコーダ
１４９、ＲＴＩデコーダ１５０によりデコードされて出力され、また、ＲＴＩデコーダ１
５０によりデコードされたＲＴＩデータはバッファ１５０’に蓄積される。
【００５５】
ＶＢＶパックはビデオデコーダ１２３によりデコードされ、次いでレターボックス変換器
１２６を介して加算器１２７に送られる。また、サブピクチャパック、ＶＢＩパックはそ
れぞれサブピクチャデコーダ１２４、ＶＢＩデコーダ１２５によりデコードされて加算器
１２７に送られ、加算器１２７ではこれらのビデオ信号が合成される。また、オーディオ
パックはオーディオデコーダ１２９に送られ、その中のフォーマット分解器１４１、チャ
ネル分離器１４２及びＤ／Ａ変換器１４４、１４５によりアナログ信号に変換されるよう
になっている。
【００５６】
図２０は情報記録媒体の他の例として、ＤＶＤ－Ａｖｄ（オーディオ＋ＡＶデータ）ディ
スクのフォーマットを示し、このフォーマットは概略的に、ＤＶＤ－ビデオファイルとＤ
ＶＤ－オーディオファイルにより構成されている。ＤＶＤ－ビデオファイルでは、ＶＴＳ
－Ｄ（ビデオ・タイトルセット－ディレクトリ）の下に、ビデオマネージャ（ＶＭＧ）と
、ビデオ及びオーディオのビデオマネージャメニュー（ＶＭＧＭ）と、ＶＭＧ内のＶＭＧ
Ｉにより管理されるＶＴＳ＜１＞、ＶＴＳ＜２＞を含む。ＶＴＳ＜１＞、ＶＴＳ＜２＞は
ともにビデオデータとオーディオデータを含む。このＶＴＳの構成はディスク制作者の自
由である。
【００５７】
他方、ＤＶＤ－オーディオファイルは、図１に示す構成と同じであるが、この例では、Ａ
ＴＳ＜１＞、ＡＴＳ＜ｍ＞のオーディオデータは、それぞれＶＴＳ側のＶＴＳ＜１＞、Ｖ
ＴＳ＜２＞内のオーディオデータと対を成し、かつＡＭＧ内のＡＭＧＩにより管理される
。また、他のＡＴＳ＜２＞などのオーディオデータは、ＶＴＳ側とは対をなさず、同じく
ＡＭＧ内のＡＭＧＩにより管理される。上記各実施の形態はデジタルディスクの場合を例
にとって説明したが、これに限らず本発明はメモリカードなどの記録媒体にも適用可能で
ある。
また、図２６は情報記録媒体の更に他の例を示し、特に、この例ではＶＴＳ＜１＞が非ボ
ーナス楽曲を含み、ＶＴＳ＜２＞がボーナス楽曲を含むことを示していると共に、ＡＴＳ
＜１＞～ＡＴＳ＜ｋ＞が非ボーナス楽曲から成り、ＡＴＳ＜ｋ＋１＞～ＡＴＳ＜ｍ＞がボ
ーナス楽曲から成ることを示している。
【００５８】
なお、上記実施形態では、デコード処理などをハードウエアにより行う場合について説明
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したが、ＰＣ上のアプリケーション（ソフトウエア）により実現することもできる。この
場合、デコードプログラムをＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体に記録してユーザに配布したり
、ネットワークを介してユーザパソコンに配布するようにしてもよい。また、コンテンツ
情報をＤＶＤなどのディスク媒体を介して伝送するのみならず、インターネットやカラオ
ケ通信回線などの通信回線を介して伝送して、再生側ではハードウエアやＰＣ上のアプリ
ケーションによりデコードする場合にも適用することができる。
【００５９】
【発明の効果】
　　以上説明したように本発明によれば、楽曲を含むデータの単位を１つのオーディオタ
イトルとし、再生装置が複数のオーディオタイトルにアクセスして楽曲を連続して再生す
る単位を１つのタイトルグループとして、オリジナルの楽曲を含むオーディオタイトルに
より構成された１以上の第１のタイトルグループと、ボーナス情報を含むオーディオタイ
トルにより構成された１つの 、前記ボーナスの情報にアクセス
するためのインタラクティブデータと、再生装置が前記オーディオタイトルをサーチする
ためのサーチポインタと、を少なくとも有するデータや、それらのデータの再生プログラ
ムを記録した媒体を提供するようにしたので、オリジナル楽曲とボーナス楽曲とを含む楽
曲のなかから、オリジナルの楽曲を高速に再生することができると共に、ボーナス楽曲を
最終のグループに配置するデータ構造になっているので管理が煩雑になることを防ぐこと
ができる等の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明が適用される情記録媒体の第１の実施形態としてＤＶＤ－オーディオデ
ィスクのフォーマットを示す説明図である。
【図２】　図１のＡＭＧＩ（オーディオ・マネージャ・インフォメーション）とＡＯＴＴ
－ＳＲＰＴ（オーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタ・テーブル）のフォーマ
ットを詳しく示す説明図である。
【図３】　図２のＡＯＴＴ－ＳＲＰＴＩ（オーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポイ
ンタ・テーブル・インフォメーション）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図４】　図２のＡＯＴＴ－ＳＲＰ（オーディオ・オンリ・タイトル・サーチ・ポインタ
）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図５】　図４のＡＴＴ－ＣＡＴ（オーディオ・タイトル・カテゴリ）のフォーマットを
詳しく示す説明図である。
【図６】　図１のＡＴＳ（オーディオ・タイトル・セット）とＡＴＳＩ（オーディオ・タ
イトル・セット・インフォメーション）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図７】　図６のＡＯＴＴ－ＡＯＢＳ（オーディオ・オンリ・タイトル用オーディオ・オ
ブジェクト・セット）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図８】　図６のＡＴＳ－ＰＧＣＩＴ（ＡＴＳプログラム・チェーン・インフォメーショ
ン・テーブル）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図９】　図８のＡＴＳ－ＰＧＣＩ（ＡＴＳプログラム・チェーン・インフォメーション
）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図１０】　図９のＡＴＳ－ＰＧＣ－ＧＩ（ＡＴＳ－ＰＧＣジェネラル・インフォメーシ
ョン）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図１１】　図９のＡＴＳ－ＰＧＩＴ（ＡＴＳプログラム・インフォメーション・テーブ
ル）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図１２】　図１１のＡＴＳ－ＰＧＩ（ＡＴＳプログラム・インフォメーション）のフォ
ーマットを詳しく示す説明図である。
【図１３】　図９のＡＴＳ－Ｃ－ＰＢＩＴ（ＡＴＳセル・プレイバック・インフォメーシ
ョン・テーブル）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図１４】　図１３のＡＴＳ－Ｃ－ＰＢＩ（ＡＴＳセル・プレイバック・インフォメーシ
ョン）のフォーマットを詳しく示す説明図である。
【図１５】　再生側から見た楽曲のデータ構造を示す説明図である。
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【図１６】　本発明に エンコード装置を示すブロック図である。
【図１７】　本発明に係る再生装置を示すブロック図である。
【図１８】　再生処理を説明するためのフローチャートである。
【図１９】　図１８のグループ再生処理を詳しく説明するためのフローチャートである。
【図２０】　本発明が適用される情報記録媒体の第２の実施形態としてＤＶＤ－Ａｖｄデ
ィスクのフォーマットを示す説明図である。
【図２１】　信号処理回路３２及びＤＶＤ符号化回路３４の動作フロー図である。
【図２２】　ＤＶＤ復号回路４２及び信号処理回路４３の動作フロー図である。
【図２３】　データの伝送時の処理手順を示すフローチャートである。
【図２４】　データの受信時の処理手順を示すフローチャートである。
【図２５】　情報記録媒体がＤＶＤディスクである場合の具体的再生装置の概略ブロック
図である。
【図２６】　情報記録媒体の他の例を示す図である。
【符号の説明】
　３２　　信号処理回路
　３４　　ＤＶＤ符号化回路
　３５　　変調回路
　６１　　表示部
　６２　　操作部（入力手段）
　６３　　制御部（再生手段）
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【 図 ４ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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